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1 デュルケム以降の自殺の社会学研究の全体的動向は、（e.g., Douglas 1968; Rushing 1968; 





た 重要研究者はダグラスである（e.g., Douglas 1967）。ダグラスによる自殺の公式統計批
判を発展させた研究としては、アトキンソンを参照（e.g., Atkinson 1978）。ただし、自殺



































やギデンズの研究がある（Baechler 1979; Giddens 1986）。また、 近の理論的動向につい






ゲル（E. Stengel）、シュナイドマン（E. S. Shneidman）、ファーブロウ（N. L. Farberow）
らによって基礎付けられた自殺学の現在の動向及び成果については、レスターやウィリア
ムズの研究が参考になる（e.g., Lester 1997; Rogers & Lester 2009; Williams 2002）。 



































不明瞭である、という点である(デュルケム 1985a: 20)。 
それゆえ、このように不明瞭な意図性を自殺定義に採用した場合、自殺定義（「死の意図
                                                  
2 筆者は、予備調査を含めて約五年間（2004 年～2009 年）、フィジー（フィジー共和国）
にて自殺に関する現地学術調査を実施した。現地調査許可機関はフィジー警察及びフィジ
ー教育省、フィジー・イミグレーション調査ビザにおける現地調査受入機関はフィジー警
察である。フィジーの自殺に関する現在までの考察は、拙稿(e.g., Sugio 2011, 2012a, 2013b)
を参照されたい。 






































入したことを問題とする。例えば、ギデンズは、X をすれば Y となることを予知しつつ X
を実行することと、Y となることを意図してそのために X を実行することの間には、当人
の判断や選択という次元で違いがある点を強調する。そして、予知に基づくデュルケムの
自殺定義を、自殺者の内的次元が欠けていると批判する（ギデンズ 1986: 262）。また、ダ











































5 そして、実際に、この方向に研究は進んだ（e.g., Douglas 1967: 79-160; Taylor 1988）。 














































































































慣習的しきたりに取り囲まれなければならない」（Halbwachs 1978: 306）。 
 















が並んで存在し、部分的には互いに浸透し合ってさえいる」（Halbwachs 1978: 307）。 
 これまでのアルヴァックスの議論を図式的に示したい。アルヴァックスは、自殺定義に
自殺者の死の意図性を導入し、そこから自己犠牲タイプの死を除外した。しかし、これは、







































                                                  
7 例えば、「生きることが重荷だから死にたい」という自殺者の死の意図をより正確に表現
するならば、「私と同じ状況に置かれた人はもはや死ぬ以外にはないと他の人たちが考えて
いるから、私は自殺する」となる（Halbwachs 1978: 305）。 
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ケム 2010: 126）。 






































                                                  
8 同じ理由から、デュルケムは、「個人間の献身的行為としての自己放棄」（デュルケム 2010: 
126）、つまり個人 A が個人 B のためを思って行う自己犠牲的行為を、それだけの理由から
道徳的であるとは認めない。 











































自殺の社会学研究に意図性を導入したアルヴァックスを支持する（Giddens 1978: xx）。 
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